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　　　　　　δn：＝＝　6n＿1十（dδn＿1十kdPn＿1）

　こSに　 liδn＿i　：δn＿1－rδn＿2

より求められる．不蓮績貼の場合にはdPはその顯の前

後のAPの卒均値を用いる．

超音波厚み計による

化學藥品タンクの

腐蝕度の楡査

登・佐下橋市太郎

　タンク，パイプ等の外側からその壁の厚参を計るのに

超暑波厚み計は極めて有用であり，その試作装置につい

てはすでに簡軍に報告した（1）（2）．これを用いて最近二個

所で現揚試験を行う機會を得たが，ブラウン管型厚み計

によれば．從來本邦でも使われてきた普響型に比しては

るか匹感度がよく，測定も簡便で實用になり得ることを

確めたので報告する．

　被槍蚕タンク　硫酸，苛性ソーダ等の貯藏タンクおよ

び醸酵用反鷹タンク等．いずれ竜軟鋼板製．

　表面塗装の影響

　（1）表面塗装のまNでも測定できるが，塗装をはが

すと感度は2～ユ0倍になる．

　（2）　表面の凹凸がいちじるしく測定できない揚合も

やすbで仕上げれば測定でぎた．

　内面の撒況による感度攣化

　（1）裏張のない揚合；内面の腐蝕がはなはだしい

と感度が低下する．同種のタンクでは腐蝕による厚みの

　われわれはアン

スラセンをニトロ

ベンゼンに懸濁さ

せ0～50℃の種々

な溜、度で盤i素化を． 　（m）
　島

試参た結果，アンスラセン1モルに封し正確に臨素1モ

ルで定量的にジクロル誘導謹を生じ，生成物は9，10一ジ

＼
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　以上交流計算盤の講造，性能およびこれによる解法の

概要について読明した．紙面の都合上，實際の計算實例

について充分な説明ができなかつteのは遺憾であるが，

他日機會をみて護表しtcいと思う．（27．2・1）

減少は使用年月の長いもの程大きくなる傾向が見られ

た．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

（2）裏張のある場合・ピ・チ・一ルタール等の劇

張をしたものN測定は可能であつたが，鉛板で裏張がし？

てあり，鋼と鉛の熔着の良いと思われる個所では測れぬ

こともあつた．

　（3）　内部に液があると感度が低下するのでタンク内

の液面の高さを知るのに竜役立つ．

　竃測値の楡討

　現用タンクであるために孔をあけて壁の厚みを測るこ

とはできなかつたが，フランヂの部分で物指による測定

値と超普波による値との誤差は3％以下であつた．

　看響型とブラウン管型の比較

　前者①は小型輕量で，電池で動作し得る鮎便利であ

る．しかし二三のタンクで爾者を併用比較した結果では．

後者（2）の方が感度力｛よく，また測定が容易で，かつ測

定者の疲螢も少いので，現揚ではもつばら後者を用い

た．從來前者によつてタンク等を測定する際，腐蝕がは

なはだしいと測定できぬ揚合があつたが，上記のタンク

で裏張のない揚合，後者によつて測定できない瓢はなか

つた．（27．1．14ノ

　（1）高木，丹羽，佐下橋：生産研究，2，3，p．95．（1950。3）

　（2）高木r丹胴，石井：生産研究，3，6，p．227（1951．6）

ヒドロ・アンスラセンー9，10一ジクロリド（IV）であb，

9，10一ジクロルアンスラセン（V）ではなく，また，この

反磨は附加であることを知つた．この反鷹は光線下で

も，また，光線遮断下でも
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・。《＋）
全く差異を認めなかつた．從　　　 ：α：

づ七われわれはこの反庶條件　　　　　　　，
　　　　　　　　　　　　　　　　　〃
におけるアンスラセン分子は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●●
たとえラジカル反慮に好適と　　　　　　　　　　　．

思われる光線下七も，IIでは

なくてIIIなるイオン構造を

示すことを知つた．IVのm．

峠耽であ・疎勅　凸3あ‘一’
丈献の蓮りである．すなわち　　　　　　鱒

このm．p．を有する化合物をVと記載したすぺての丈献

は誤りであり，かつ，ζれより誘導されるすぺての化合

物の構造竜これに準じて改められるべきである．（27．L21）

　これは交部省科學研究費による研究の成果の・一一一部である噺
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